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三上串允 (教授),宮地重弘 (准教授),脇田真清 (助教),
井上雅仁 (非常勤研究員),関頼大輔 (学振特別研究員),





啓雄,小池智 (東京都神経研),茄)1*慈子 (国立捕神 ･
神経センター),長谷川寿-,河村正二 (束京大),Kanthi
A･Widayati,BambangSuryobroto,Dyah
Perwitasari-Farajalah(ボゴールR!科大学),suchinda
Malaivijitnond(チュラロンコーン大学)
赤緑色盲で有利になるカラーカモフラージュの視
覚刺激や,写真刺激を用い,カニクイザルで行動テスト
を行った.また,テナガザルの視物質迫伝子の多型を調
べる目的でインドネシアおよびタイ各地のテナガザル
のサンプルを採取した.
A-2)チンパンジー脳の発達過程
三上孝允,酒井朋子,西村剛 (系統発生分野),田中正
之 (野生動物研究センター),友永雅己,松沢哲郎 (以
上,思考言語分野),鈴木樹理,加Jl,*朗野,松林糾明,
宮部氏子 (以上,人析進化モデル研究センター)
チンパンジー脳形態の発達をMRIを用いて計測し,
発達に伴う脳サイズの拡大と髄鞘化の進行を調べた.
A-3)サッカード課題遂行中のニューロン活動の時間特
性とニューロン･タイプ判定
三上章允,片井聡 (信州大),石川直樹,海野俊平 (日
本大),加藤啓一郎 (洛星高校),要英男 (大阪大)
サッカード課題遂行中に細胞外記録したニューロ
ン活動のバースト発射を手掛かりとして大脳皮質内局
所回路を解析し,抑制性介在細胞を識別する手法を検討
した.
A-4)前頭薬陪賓患者の機能テスト
三上帝允,宮井一郎,丹野謙次,原百実,浅野直子,顔
田氏樹 (森ノ宮病院),林克樹,捌雅子 (以上,誠愛リ
ハビリテーション病院),細川貴之 (東京都神経研)
前頭柴に障事のある患者さんで,様々な前頭英機能
